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ポスト「京」の開発（フラッグシップ2020プロジェクト） 

背 景 
○最先端のスーパーコンピュータは、科学技術の振興、産業競争力の強化、国民生活の安全・ 

  安心の確保等に不可欠な「国家基幹技術」であり、各国がその開発競争にしのぎを削っている。 

：<現状>世界の計算性能の約半分  <今後> 2017年以降、数百ペタFLOPSのスパコンを複数整備 

：<現状>日本を超える総計算能力   <今後> 2017年以降、百ペタFLOPSのスパコンを整備 

：<現状>最新ランキングで１位獲得  <今後> 2015年以降、百ペタFLOPSのスパコンを複数整備 

○我が国としても、諸外国に対して競争力のあるフラッグシップシステム（世界トップレベルの性能 

 を有し、幅広い分野をカバーするシステム）の開発を進める必要がある。 

概要 ～利用者サイドに立った開発の推進～ 

○システムとアプリケーションを協調的に開発（Co-design）し、我が国が

直面する社会的・科学的課題の解決に貢献できるシステムを構築。 

○2020年までに世界トップレベルで幅広い課題に対応できる汎用のシス

テムを実現し、エクサスケールを目指す。 

○成果をアウトカムにつなげるため、例えば、医療分野では臨床の関係

者を巻き込むなど、分野や組織の枠を超えた共創体制を構築。 

○規格化を図ることにより利用者の利便性が高まるシステムソフトウェア 

 は米国と協力しながら開発するなど、国際協力を戦略的に活用。 

ポスト「京」の成果として想定される事例 

※黒い部分が損傷部位 

＜ものづくり（自動車開発）＞ 

○車のコンセプトから構造・機能・性能設計にいたる主要な設計フェーズを 

統合的に扱い、開発期間短縮・コスト低減・品質向上に貢献。 

○膨大な実験・観測データを活用し、実際の走行環境に基づく性能評価シ

ミュレーションを実現することで、車両の安全性・快適性を飛躍的に向上。 

＜防災・減災対策＞ 
○地震・津波による複合災害について、震源や地下構造の不確定さを 
 考慮した予測システムを構築し、自治体等の防災・減災計画に活用。 

○都市全体を対象とした避難や道路・鉄道交通網のシミュレーションを 

 含む統合的予測により、国土強靱化に貢献。 

運用 基本設計 製造(量産） 

アプリケーション開発・利用 

【システム 】 
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蛇行走行時の高速走行安定性解析 

マツダ•北大提供 

○理化学研究所が主体となってシステムを開発。 

○ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題については、公募

で決定する代表機関を中心にして、世界を先導する成果の創出が期待され

るアプリケーションの開発に着手。 

○総事業費 約1,300億円（うち国費分 約1,100億円） 

人の流れ 復旧・復興 地震発生 

地震伝播 

津波発生 

都市の震動 

津波遡上 避難 社会科学との連携 

全体を一連のものとしてより高精度でシミュレーション 

主要国の１位のスパコン性能推移 
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※FLOPS（ﾌﾛｯﾌﾟｽ）：1秒間に計算ができる回数（能力）を表した値 

‘14 ‘14 

3b-5. Toshio Kobayashi(plenary talk), Makoto Tsubokura, Shinichi Takayama: Aerodynamics and Crash Simulations in the 
Automobile Industry, The 11th Asian Symposium on Visualization (2011.6.5-9, Niigata,japan)(2011) 

多数の地震シナリオを用いたシミュレーションにおいて、「京」で数年かかる計算を数十日に短縮。 

試作実験を再現する高精度シミュレーションにおいて、「京」で数日かかる計算を数時間に短縮。 

平成２７年度要求・要望額   ：4,724百万円 
 うち優先課題推進枠要望額  ：1,868百万円 
（平成２６年度予算額     ：1,206百万円） 
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 ・課題解決型 
  - 重点課題及びターゲットアプリケーション 
  に基づく基本設計 
 （ターゲットアプリケーションの実効性能に 

   基づいた開発目標を設定） 

  - アプリケーション及びシステムを協調設計  
  (Co-design) 

 ・国際競争力 

  - 演算性能、電力性能及びコストで国際競争力の 

  ある汎用システムを実現 

 （汎用性を高めることで理論ピーク演算性能は従来の検討 

   システムより下がるものの、2020年における世界トップレベルの性能を実現） 

・国際協力 
 - 我が国が強みを持つコア技術は確保した上で、国際協力を戦略的に活用 
   （システムソフトウェアの開発については、平成26年６月、米国と協力取極を締結) 

 ・「京」の資産継承 

  - 「京」の後継機として、「京」で確立された技術・人材・アプリケーション等を最大限活用 

 ・性能拡張性 

  - 2020年以降も半導体技術の進展等に応じて効果的・効率的に性能拡張できるシステム 

※ﾌﾛｯﾌﾟｽ：1秒間に計算ができる   
   回数（能力）を表した値 

＜各国スパコンの理論ピーク演算性能予想＞ 

システム開発方針 
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